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木
下
雅
太
郎
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･:村
政
笥
川
田
版

昭
利
八
咋
三
月
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桝

二
剛
三
十
鏑

木
韻
は

一
昨
祁
四
月
に
墳
m
博
士
が
か
1
れ
た
光
正
出
陳
位
前
記
に

評
越
さ
れ
た
大
友
｡有
鵜
･
大
村

の
三
公
子
が
ロ
ー
マ
に
催
し
た
放
神
託

山
五
八
六
叫
の
ロ
ー
マ
版
を
丁
寧
に
那
許
さ
れ
た
も
の
で
'
凹
六
堅

】

山
霊
ih.1
の
仲
子
で
あ
畠

が
､

山
酌
怨
を
措
-
こ
と
が
川
水
な
い
O
珊
時

の
波
数
伽
非
が
い
か
に
日
本
人
を
排
卵
し
て
ゐ
た
か
､
十
五
歳
に
妃

い

三
公
子
を
い
か
に
膜
過
し
た
か
と
い
ふ
餌
を
知
る
だ
け
で
も
'
こ
の
上

も
な
い
資
料
で
あ
る
と
倍
ず
る
｡
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O
支

那

産

生
漬

本
邦
内
地
に
て
絹
質
せ
ら
る
ゝ

血
液
の
八
割
方

は支
部
よ
り
仲
人
せ
ら
れ
､
其
大
部
分
は
紋
日
を
中
心

と
し
て
根
引
き

れ
る
､
支
那
渉
は
揚
子
江
約
梓
各
省
及
南
支
淵

1
仰
Li
産
出
す
る
も
､

主
と
し
て
山J･l
州
解
放
北
部
よ
り
倒
川
湖
北
耐
軒
の
妨
外
線
を
北
に
眺
西

南
部
竺
且
る
節
状
を
恥
き
た
る
地
肝
を
称
産
地
と
す
る
'
非
tl州
解
は
日

本
康
に
妨
る
も
'
僻
柿
僻
尿
な
る
組
め
､
講
演
群
神
棚

の
験
料
､
e･i物

の
廃
山僻
､
叉
は
防
蛸
に
州
ひ
ら
れ
､
仙班
日
よ
り

一
鋸
Iに

t
桝
五
千
梢

乃

婦
三
妹

云
〇

六

八

東
二
鵜
的
､
僻
路
骨
端
悔
約
両
乃
至
甘
七
十
前
略
細
雨
に
珪
す
る
､
し

か
し
妃
年
価
飼
印
鑑
支
那
か
ら
安
物
旅
が
多
鬼
に
輸
入
さ
れ
て
昭
利
七

年
に
は
文
邦
路

)
茂
二
千
楯
に
下
っ
た
'
今
文
部
に
於
け
る
漆
の
産
地

を
各
軒
別
に
の
ぶ
れ
ば
光
の
如
し

湖
北
省
施
北
地
力

岡

地

殆

地

方

隣
四
省
平
利
地
方

四
川
太
串
及
湖
北
､

仙
北
竹
山
､

竹
洪
'

興
山
路
牒
地
方

及
駅
西
輿
i･<Y
地
方

湖
北
省
､
那
似
地
方

四
川
省
お
水
地
方

同
僚
陽
､
秀
山
'
称
水
地
方

米
州
省
鋼
た
地
方

七
､
八
千
把

倒
､
五
千
糖

二
千
折

三
千
抑

四
千
糖

二
､
三
千
約

三
千
璃

六
千
版

二
千
蹄

施
滴
地
方

の
も
の
は
､
端
願
に
拭
触
り
､
汽
船
に
て
沸

口
に
逮
す
る
も

の
と
､
陸
路
北
田
に
関
る
も
の
と
あ
り
､
本
邦

(
輪
.絹
さ
る
1
も
の
は

色
合
淡
米
､
純
分
六
'
七
割
に
し
て
乾
燥
容
易
す
る
も
の
五
､

六
千
綿

に
揺
す
る
'
祉
殆
地
方
の
も
の
之
に
つ
き
純
分
五
割
五
分
乃
至
七
割
､

太
宰
輿
山
原
暇
の
産
と
北
ハ
に
氷
山
又
は
巴
氷
よ
り
蛇
船
に
て
宜
路
に
塊

る
も
の
多
-
証
に
洪
口
に
川
姐
る
を

例
と
す
'
郡
股
､
竹
山
､
竹
浜
､

及
興
安
平
利

の
産
は
従
氷
潔
河
口
を
(
て
拭
船
に
て
鞍
口
に
集
ま
り
た

る
湖
､
近
氷
淡
水
班
に
共
雛
の
危
険
あ
り
て
､
陸
路
平
紡
織
管

=
に
達

し
'
岡
地
よ
-
汽
雄
雌
に
て
洗
口
に
迭
-
ら
れ
る
こ
と
1
な
れ
p
O

文
部
の
練
樹
は
虫
と
し
て
地
山
に
甫
粧
し
､
移
純

筏
七

八
年
に
し
て


